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第
６
回
と
な
る
「
本
寺
地
域
納
涼
ま
つ
り
」

が
、
お
盆
中
の
８
月
１３
日
（
日
）
の
宵
、
若

神
子
亭
「
風
の
広
場
」
を
会
場
に
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

開
会
直
後
に
、
本
寺
中
学
校
の
生
徒
・
Ｏ

Ｂ
Ｏ
Ｇ
に
よ
る
鶏
舞
の
演
舞
が
披
露
さ
れ
る

と
、
来
場
者
か
ら
拍
手
喝
采
が
送
ら
れ
、
ま

た
、
挨
拶
に
立
っ
た
Ｏ
Ｇ
の
佐
藤
ひ
ろ
の
さ

ん
か
ら
は
、
本
中
鶏
舞
の
存
続
に
か
け
る
熱

い
思
い
が
語
ら
れ
ま
し
た
。 

 

雨
に
降
ら
れ
、
盆
踊
り
・
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
は
、
不
完
全
燃
焼
で
し
た
が
、
過
去
最
高

の
来
場
者
数
と
な
っ
た
今
回
。
司
会
進
行
や

屋
台
の
運
営
な
ど
、
地
元
の
青
年
層
の
皆
さ

ん
に
担
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
岩
手
大
学
に
今
年
発
足
し
た
サ
ー

ク
ル
「
で
ら
で
ら
荘
園
隊
」
か
ら
、
今
回
二

名
の
学
生
さ
ん
に
参
加
し
て
頂
き
、
今
後
も

イ
ベ
ン
ト
等
の
様
々
な
活
動
に
協
力
し
て
い

き
ま
す
！
と
の
決
意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。 

 

第
１３
回
「
骨
寺
村
荘
園 

稲
刈
り
体
験
交
流
会
」
が
、
９
月
２４
日
（
日
）
秋
晴
れ
の

中
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

米
オ
ー
ナ
ー
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
一
般
参
加
者
、
本
寺
小
中
学
校
、
岩
手
大
学
、
東

洋
大
学
、
関
係
機
関
、
地
元
住
民
合
わ
せ
て
、
総
勢
２
０
０
名
を
超
え
る
参
加
者
が
、
昔

な
が
ら
の
小
区
画
水
田
で
、
手
刈
り
に
よ
る
稲
刈
り
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
恒
例
の
も
ち
バ
イ
キ
ン
グ
を
堪
能
し
た
昼
食
交
流
会
に
お
い
て
は
、
ア
ト
ラ
ク 

シ
ョ
ン
と
し
て
本
寺
中
学
校
生
徒
・
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
に
よ
る
鶏
舞 

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
午
後
行
事
で
は
、
荘
園
巡
り
の
ガ
イ 

ド
を
本
寺
中
学
校
の
生
徒
が
担
当
。
そ
の
見
事
な
説
明
に
参 

加
者
が
感
心
し
て
い
ま
し
た
。 

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
運
営
に
携
わ
っ
た
皆
さ
ん
、
そ
し
て 

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
素
晴
ら
し
い
一
日
と
な
り 

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

今後の活躍に期待します♬ 

・栗駒山山頂付近・・・9月下旬～10月上旬 

・須川温泉付近・・・10月上旬～10月中旬 

・骨寺村荘園遺跡・・・10月中旬～10月下旬 

 

第
６
回
「
全
国
ご
当
地
も
ち
サ
ミ
ッ

ト
」
に
、
若
神
子
亭
が
今
年
も
出
店
し

ま
す
。
期
日
は
１１
月
１１
・
１２
日
の
二

日
間
。
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 


